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の
問
題
は
、
か
く
し
て
ョ
I

口
ッ
パ
に
お
け
る
ク
ラ

-

フ
ト
の
生
成
の
問
題
の
追
求
を
中
心
と
し
て
、
産
業
革
命
期
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る
マ
ニ
ュ
フ 

ァ
.

ク
チ
ュ
ァ
の
段
階
で
の
賃
労
働
の
存
在
形
態
と
も
関
係
す
る
も
の
之
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
て
、
企
業 

別
組
合
の
.

問
題
は
、
.

さ
ら
に
前
進
せ
し
め
.

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
，。
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：
佐
ロ
卓
：「
日
本
社
会
保
険
史」

' 

(

日
本
評
論
新
社
、.
昭
和
三
四
年)

第
二
章
社
会
保
険
の
知
駆
的
形
態
•

.

(

2
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'
前
_

弓
ハ
■頁
：

.

,
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3
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マ
ッ
ク
ス
：
•

ゥ
ェ
ー
バ
丨

'「

プ
P

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神

」
(

上)

六
八
頁
、

(

下)

二
^
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4
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M

掲
書
、
大
塚
久
雄
氏
解
説
。
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こ

の

論

文

：
は

、
，
筆

者

が

、

_

十

一

月

十

一
'

一
白
の
慶
：応
義
塾
経
済
学
会
お
ょ
び
同
月
十
五
日
の
社
会
政
策
学
会(

関
西
学
院
大
学)

に
お
い
て
報
告
し
た 

.

も
の
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
,°

御
批
判
を
賜
わ
つ
た
慶
応
義
塾
経
済
学
部
の
黑
-;
|

|

俊
雄
、
.

常
盤
政
治
、
井
村
喜
代
子
、
寺
尾
誠
、
'M

草
益
、
岡
田
泰
男
の
諸
氏 

な
ら
び
に
社
会
政
策
学
会
会
員
の
隅
谷
三
喜
男
、
矢
島
悦
太
郎
、■

大
友
福
夫
、.
角
田
豊
の
諸
教
授
に
あ
：つ
ぐ
お
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ロ
ベ
ー

ト•

•

ォ

ゥ

ェ

ン

と

ゥ

ィ

リ

ァ

厶

.

ゴ

.ド

ゥ

ィ

ン
(

中)

_ 

井

.

.
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.

■

一
、
オ
ウ
エ
.

シ

の

思

^

形

成 

,

一一、「

新
社
会
観」

に

お

け

る

性

格

形

成

原

理
\

’

.

:

.⑴

.
:性
格
形
成
原
理
の
基
本
性
格
：

.

:

 

:,■

:

⑵

環
境
論
に
ょ
る
社
会
批
判

a

,'

経
済
批
判
も
、

.

法
律
、
开
罰
批
半 

-

:

.

.

“

、..
宗

教

批

判
4

、
国

家

観
.

.

⑶

利
己
心
、
盲
目
的
利
潤
追
求
批
判 

.

⑷

教
宵
論
、
生
産
と
教
育
の
結
合

S

上
第
五
八
巻
第
一
号)

.

_ 

.
(5
)

'.
.

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
性
格
形
成
原
理
.

.

.

>

.、
環
境
論
に
お
げ
る
両
者
の
差
.

ゎ
、
.

利
己
心
の
，否
定
に
お
け
る
共
通
性
■'

.

.

C.

、
：教
育
論
に
お
け
る
両
者
の
差
'

：

三
、
協
同
社
会
主
義
へ
の
成
長
/ 

’

.

•

.

(!
)

-

\

.
V

 

' 

⑵

「

'T

場

制

度

の

影

響

に

関

，す

る

考

察

」

：

.

.

,

■'
.

:

. 

.

.
'

:

.'

(3
)

ァ「

'-
■

.ユ
ー
ー.
•
ラ
.ナ
ク
住
民

.

.へ.

.め
講
澈

(

以

上

本

号)

\
.
:
.

;

:

I

ト
•

オ
ウ
工
ン
之
ウ
ィ
リ
ア
ム

•

ゴ
ド
ウ
ィ

'
ン(

中)
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⑸

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
と
性
格
形
成
原
理 

，

'

「

新
社
会
観」

に
.お
け
る
オ
ヴ
：

H:.

ソ
の
.性
格
形
成
原
理
.は
、

き
わ
め
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
あ
っ
た
が

、

単
に
べ
ン
サ
ム

的
な
功
利
主
義
思
想
:>
だ
け
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
，後
に
資
本
主
義
を
批
判
し
協
同
社
会
主
義
に
展
開
す
ベ
き
要
素
を
も
含
む
も
の
で
あ

へ.

'

 

-

 

.

 

■

■

.

 

.

.

1

)

.

'

っ
た
。

こ
れ
は
ゴ
ド

.

ゥ
，ィ

.

ン
；の
思
想
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
悤

.

わ
れ
る
‘

の
：で
、

.

両
者
：を
比
較
し
、；
さ
ら
に
そ
の
性
質
，を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
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: ,■

汉
、

1

論
に
お
け
る
両
者

0

差

.

.

>

.

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、
人
間
の
性
格
形
成
：に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
，に
述
べ
て
い
る
。
'

:

 

'

「

わ
れ
わ
れ
は
、
，こ
の
.世
.に
固
有
の
原
理
だ
持
っ
て
生
ま
.れ
た
も
の
で
は
.な
い
。
従

0
^

有
徳
で
も 

.

 

.

 

.

(

2

)

.
 

な
け
れ
ば
不
徳
.で
も
な
.い
。
：.こ
.の
問
題
に
公
乎
な
考
察
を
与
え
る
い
か
な
る
人
間
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
よ
り
明
ら
か
な
真
理
は
な
い
。」

>
」

こ
で
は
、
：
ロ.

ッ

ク

の「

人
間
悟
性
論

」

、
'

 

ハ

ー

ト

リ

ー

の

：
「

人

間

考

察

」

、
■

ル

ソ

ー

の

「

テ

ミ

ー

ル

」

.

が
参
考
に
さ
れ
て

.

い

る

が

、

そ

れ

.
に

よ

• 

: 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

• 

- 

* 

. 

- 

/
 

-

'
.
. 

:

っ
.

て
、
人
間
に
は
悪
を
行
う
本
来
的
傾
向
は
な
く
、.

人
々
の
道
徳
的
凄
質
は
印
象
の
産
物
で
あ
る
.こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
、
社
会
惡
や
不
平

等

、
人
間
の
素
質
低
下
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
悪
は
、,

生
後
の
印
象

=

環
境
の
ゆ
え

.
|

ヴ

、
# :

に
、
抑

圧

、
専
制
、
戦
争
、
征
服
を
生
ぜ
し
め
、

.

.

 

.

.

.

+

 
■

+ 

■

 

■

 

•

財
産
の
不
平
等
を
永
久
化
し
増
大
し
、

人
々
を
掠
奪
と
詐
欺
へ
駆
り
立
て
る
〃
政
府

"

が
激
し
く
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
環
境
論
も
理
想
社

'

- 

;
 

.

会
の
楽
観
的
な
描
写
も
、
す
べ
て
こ
の
i
う
な
白
紙
説(

t
a
b
u
l
a
r
i
)

か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
ゴ
ド
々
ィ
ン
に
も
、
後
の
社
会
主

(

3

)

 

.

 

‘

義
者
た
ち
：に
と
っ
て
も
重
大
な
#*
提
と
な
る 

•

、

(

4 

ノ

そ
こ
で
人
間
は
生
ま
れ
た
時
に
は
平
等
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
悲
惨
な
人
間
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
と
し
て
の
環
境
に
対
す
る
批
判
と
、
環
境 

ガ
改
善
さ
れ
た
場
合
の
無
限
の
進
歩
と
V
う
考
え
が
生
じ
る
。
 

J 

•
.

す
：な
わ
ち
' 
人
類
の
最
も
望
ま
し
ぃ
条
件
は

-,
'
社
会
と
.，い
う
状
態
で
あ
る
が
、
.そ
こ
に
お
け
る
人
々
の
不
正
.と
.暴
力
が
、
人
類
の
無
知
と
誤
_

:
の
創
造
物
た
る
政
府
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
は
不
正
を
抑
え
る
ば
ず
で
あ
っ
た
が
、
木
正
を
犯
す
新
し
い
機
会
と
誘
惑
を
与
え
、

ボ

:'
'
:
:
;
ぐ

：
社
会
の
権
カ
を
集
め
る
こ
.と
に
よ
づ
て
、/抑
^
 

っ

て
'

人
々
.

に
不
正
な
情
熱
，
掠
奪
と
詐
欺
を
あ
お
り
允
て
た
，の
で
あ
る
。

\

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

-

こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
社
会
.批
判
は
権
力
"
抑
压
機
構
と
し
セ
の
政
府
に
集
中
す
る
わ
け
だ
が
ノ
そ
の
場
合
政
治
制
度
の
基
礎
に
私
有
財
産 

賴
プK

'
'
:

制
度
を
嘴
り
、
こ
れ
こ
'そ
が
貧
困
、
悲
惨
の
究
極
原
因
と
見
て
い
'る
こ
と
に
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
'ろ
う
。
：す
な
わ
ち
、
..：「

財
産
の
問
題
は
政
治

的
正
義
の
：全
構
造
を
作
り
上
げ
.る
.歡
€>
;
? 1
^ :
あ
り
、
財
產
こ
そ
は「

あ
ま
り
に
も
多
種
多
様
.で
、
こ
の
よ
：う
な
短
い
目
録
に
は
入
れ
き
れ
な
.い

一
.
.
.
.
•

 

_

 

.

 

■

 

•
 

.
 

.

ほ
ど
の
，他Q

無
数
.の
弾
害
の
'根&

)
」

な
の
で
あ
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
^
私
有
財
産
の
不
道
徳
性
、
欺
議
性
、
‘犯
罪
性
、
暴
力
性
、
不
正
義
、
知 

.

識
進
歩
の
阻
害
、
労
働
強
化
、.
人
間
疎
外
な
ど
の
指
摘
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
彼
め
場
合
に
は
、
，こ
の
よ
う
な
政
治
批
判
と
私
有
財
産
批
判 

が
あ
い
ま
？
て
？
無
政
府
共
産
主
義
が
構
想
さ
れ
た
.の
で
あ
る
。

'
:

'さ
て
、
.こ
の
よ
う
な
ゴ
ド
ウ
ィ
，ン
.の
環
境
論
を
、..オ
ウ
エ
ン
の
性
格
形
成
原
理
と
比
べ
る
と

ど
の
よ
う
な

相
違
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
先
ず
、
人 

觀

酵

.間
は
本
来
平
等
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
..性
格
は
基
本
的
に
は
環
境
に
も
と
づ
く
も
の
と
’考
え
、

.

現
実
の
悲
惨
の
原
因
を
環
境
に
求
め
、

こ
れ
を
改
善 

す
る

-

J

と
に
よ
っ
て
人
間
は
無
限
に
進
歩
し

う
る
と
楽
観
し
た
点
、.
豊
富
の
中
，.に
'お
け
る
貧
困
を
指
摘
し
、

マ
ル
.サ
ス
.の
人
：口
論
を
攻
撃
し
た
点 

は
両
者
に
共
通
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
.で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
環
境
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
全
く
異
っ
て
い
た
。
オ
ウ
エ
ン
が
^

^

一
般 

を
単
に
教
育
の
面
か
ら
理
解
し
、，：現
実
の
悲
惨
を
単
に
統
治
者
と
被
統
治
者
双
方
の
.無
知
に
帰
し
た
の
.に
対
し
、
ゴ

ド

ウ

ィ

ン

は

こ

れ

を

権

カ

機

'

I

卜

：
：：

V
構
と
C
て
理
解
し
、
：そ
の
根
底
に
私
#
財
産
制
度
：を
と
.ら
え
た
。
従
っ
て
悲
惨
の
原
因
は
決
し
て
抽
象
的
な
.無
知
で
は
な
く
、

私
的
所
有
と
国
家

.

で
あ
り
、
単
な
る
教
育
で
は
な
く
、
無
政
府
共
産
主
義
社
会
4
実
現
こ
そ
が
、
唯
一
の
解
放
の
方
向
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の 

§
|
へ
鮮
環
境
把
握
の

•方
が
1̂
る
か
に
社
会
の
本
質
を
良
く
把
ん
で
お
り
、

誰
よ
り
も
現
実
に
明
る
い
は
ず
の
オ
ウH

ン
の
方
が
、

=

逆
に
こ
っ
け
い
な
空
想

-

\

T

.

.

し

'
 

‘

11

パ

L
ト
•

才

ウ

A
ン

と

ウ

イ

リ

ア

ム•
ゴ
ド
ウ
イ
ン(

中)

'

 

'

 

>

 

'

 

ニ
力

(

一
一
こ

VV
-顏|

響
:

パ
,

\
’
/
,
、：
,-
'

 

' 
.

 

.

 

/ 

, 

,



に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
 

,

.
:

そ
こ
で
、
.オ
ウ
エ
ン
の
性
格
形
成
論
に
つ
い
て
の
有
名
な
定
義
、

ノ
-:
'
:
'-,
'適
当
な
手
段
を
用
い
れ
ば
、
ゾ
ど
ん
%
:
一
 
般
的
性
格
で
も
、

最
善
の
も
の
か
ら
最
恶
の
も
の
ま
.で
、
最
も
無
知
な
も
の
か
ら
最
も
知
識
あ
る

も
の
ま
で
、
ど
ん
な
社
会
に
も
：
広
く
世
界
に
さ
え
も
与
え
る
こ
と
が

■で
き
る
し
力
も
そ
の
、手
段
の
大
窗
分
は
世
事
に
影
響
力
を
も
っ
ヾ

、

(

8) 

. 

/ 

ン
 

_て
い
る
人
た
_ち
ガ
意
の
ま
ま
に
し
.
.支
&
し
て

V
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る」

に
つ
い
て
見
る
と
、
前
半
は
と
も
か
く
、
後
半
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
思
想
と
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ウ
エ
ン
が
彼
の
原

理
の
検
討
を
請
う
た
国
家
0
あ
ら
ゆ
る
宗
派
と
党
派
の
指
導
者
、
そ
の
解
決
策
.の
推
進
を
期
待
1>
た
王
族
や
エ
場
経
営
者
、
そ
の
実
施
を
保
護
す

'る
と
考
.え
た
政
府
こ
そ
が
、.

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.に
：と

0

Xは
人
類
の
.無
敗
と
誤
謬
の
創
造
物
だ
あ
り
、
不
正
の
情
熱
を
あ
お

っ

て

掠
奪
と
詐
欺
と
抑
庄

.を
行
う
張
本
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

.

従
っ
て
、
両
者
が
等
し
く
政
治
活
動
を
茶
定
し
、
暴
力
を
否
宠
し
、'
漸
次
的
変
化
を
繰
.り
：返
し
強
調
し
た
と
し
て
も
、：

そ
の
意
味
は
決
し
て
同

じ
.で
ほ
な
い
。V

ド
ヴ
ィ
ン
が
、
完
全
な
自
由
を
守
々
、
理
性
の
力
を
信
じ
、
.窮
極
の
.理
想Q

実
現
.と
し
て
信
じ
た
こ
と
を
、
オ
ウ
エ
ノ
ン
は
階
級

対
立
^
超
然
と
：し
、
闘
争
を
嫌
い
、：
現
実
の
政
府
を
動
か
せ
る
も
の
と
し
て
信
じ
た
。
'ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
全
く
欠
け
て
い
る
工
場
制
度
改
革
や
失
業

対
策
な
ど
.に
優
れ
た
考
え
を
持
ち
な
が
ら——

あ
，る
.い
.は
そ
れ
ゆ
え
.に
.

——

法
律
ャ
.
'
1
,
、
宗
教
批
制
な
'ど
が
ゴ
ド
ウ
ィ
シ
の
ょ
$
に
徹
底
せ
ず
、

■
イ
ギ
リ
ス
憲
法
.の
効
用
と
新
し
い
立
法
に
、
教
義
を
修
正
し
た
国
教
会
に
、そ
し
て
国
家
教
育
と
政
府
雇
用
に
、，
結
局
彼
は
期
待
し
て
し
ま
っ
た
。

ご
：の
ょ
う
に
''
両
者
の
辕
境
論
は
、
根
本
的
な
骨
組
：み
で
は
似
て
い
な
が
ら
、
現
体
制
の
中
で
改
革
し
ょ
う
.と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
性
格
と
' 
全

く
体
制
を
否
定
す
る
反
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
性
格
と
に
別
れ
た
の
で
あ
る
。

:
(

1)
「『

敗
治
的
正
義』

ば
、
オ
ウ
工
ン
が
マ
ン
.チ
ェ
ス

タ

ー
に
住
み
は
じ
め

.

た

.一
七
九
三
年
に
著
わ
さ
れ
た
。
こ
の
書
を
彼
が
注
目
し
.な
か
っ
た
.は
ず
は
な
い 

で
あ
ろ
う
。
私
は
彼
が
こ
の
*
の
名
前
を
挙
げ
た
事
は
見
出
せ
な
い
.が
、.彼
め
哲
学
的
見
解
が
そ
の
教
説
に
ょ
っ
て
深
く
影
響
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
か
な
り

確
か
な
ょ
う
で
あ
る
。『

性
格
形
成
論』

の
現
わ
れ
る
前
の
ニ
〇
年
間
に
、

オ
ウ
エ
ン
は
そ
の
見
解
を
彼
自
身
の
塞
と
讓
に
ょ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
。
彼 

丈
そ
れ
を
ど
こ
か
ら
辱
た
か
を
忘
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
。

」
Frank Podmore, Eobert Owen, A

 wiogro/phy'l_, pp. 1201121.
(cvo 

W
.

 Godwin, Enquiry c
m
s
i
n
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^
0 
p oritlcal 

J

a
碧 
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i

f

•by F. E. L.. .Priestley, vol.

日

，
_ 

p. 141.

(

3)

1
拙

著「

ウ
ィ
リ
ァ
ム
.
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

、未
来
社
、

一
九
六
四
年
、
二
三 
一
*へー

 
■ジ
。

(

A

後
のThe E

r
m
f

 

I

.に
お
い
て
は
、「

子
供
が
生
ま
れ
る
時
持
っ
て
く
る
讓
に
は
、
教
化
に
適
し
た
も
の
も
適
さ
な
い
も
の
も
あ
る」

(P .

ち 

と
い
う
こ
と
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
人
間
の
形
成
は
本
質
的
S

境
の
産
物
で
t

と
考
衾
か
ら
、
先
天
怒
性
格
は
契
な
影
響
及
ぼ
す
も
の
で
は
な 

い
。
た
と
え
f
、「

天
才
は
、
そ
れ
を
完
成
す
る
た
め
に
綿
密
な
訓
練
と
最
も
好
都
合
な
環
境
を
必
耍
と
す
る
«_
の
で
、r

生
ま
れ
な
が
ら
で
は
な
く
、
生
後
に 

生
じ
る
の
で
あ
る
。」

1
5
.
)

だ
が「

政
治
的
正
義J

の
第
三
版(

一
七
九
八
年)

で
は
、「

幼
児
は
谪
か
に
両
親
の
性
格
の
一
部
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く 

る」
{Political Justice, vol.

H
p
.00
7
.

)

と
云
い
、
こ
の
変
化
は
後
のHhoughu 

i 
M
p
f
p Volume of. E

s
s
,

 

I

Pに
お
い
て
は
さ
ら
に
甚
だ 

し
く
、
生
来
の
才
能
を
認
め
、
善
人
惡
人
の
差
は
生
ま
れ
つ
き
で
あ
る
と
い
.う
宿
命
論
に
ま
で
進
ん
だ
。(

o
f
. 

F. E.L. 

prlestleyv u
m

 

to 

p

&

£ 

c
r
l

貧

vol.

日
，pp. 

96-7.)

こ
の
点
で
は
オ
ウ
エ
ン
と
か
.な
り
異
つ
て
い
る
。

(

5

) 

W
.

 Godwin, PQliticpl Justice, 

V
O
L

 I, pp. xxiiilxxvii.

(

6) 

.w. Godwin, ibid., vol.

Hp. 420.

(

7) 

i
s§:
.
,
.

 pp. .42112.

(

8) 

s. 

c
i
rP.14 '

訳
ニ 
五
ぺ 

I ジ
。
.
.

• 

b

,

利
己
心
の
.否
定
に
お
け
る
共
通
性

池

-^
ふ
お
い
て
，
.権
力
と
私
有
財
産
を
め
ぐ
る
両
者
の
以
上
.の
ょ
ぅ
■な
差
に
：も
か
か
.'わ
ら
ず
、
.ま
た
オ
ゥH

ン
は
金
錄
的
禾
益
を
め
ざ
す
資
本 

家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
.ら
ず
、
な
お
そ
こ
に
は
極
め
て
重
要
な
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
.は
な
い
。
ォ
ゥ
エ
ン
は
、

政
治
の
目 

的
を
1
大
多
数
の
最
大
幸
福
と
規
定
し
た
た
め
，

|1
ち
に
べ
ン
サ
ム
主
義
者
'と
見
誤
ら
れ
る
こ
、と
が
多
い
が
、.：す
で
.に
述
べ
た
ょ
ぅ
に
、
オ
ゥ
エ



ン
は
決
し
て
べ
ン
サ
ム
の
よ
う
に
利
己
心
を
•前
提
と
■し
、
そ
の
ま
ま
に
承
認
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
盲
目
的
な
利
潤
追
求
に
対
す
る
批
判 

も
、
堆
に
総
资
木
の
立
場
か
ら
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
も
の
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
快
楽
を
た
だ
個
人
を
中
心
に
感 

(

覚
的
ぬ
ど
ら
免
、’，そ
の
外
部
的
な
結
果
に
：よ
っ
て
申
罾
量
を
測
ろ
う
と
し
だ
べ
バ
ン
サ
.ム
と
_は
異

0
七
、
'.
'
,オ
ゥ
エ
ン
：は
高
.度
の
積
極
的
快
楽
と
い
う 

も
の
を
考
え
、
，
そ
れ
を
、
I

の
幸
福
を
促
進
す
る
こ
と
5

っ
て
の
み
達
せ
ら
れ
、'.す
べ
て 

”に
努
力
す
る
程
度
に
比
例
し
て
増
太
す
る
宰
福
と
規
定
し
：た
か
ら
：で
あ
る
。.

r
v

...

そ
こ
で
、
万
人
に
対
し
て
思
.い
や
り
を
も
ち
、
仲
間
を
幸
福
に
す
る
よ
う
な
教
育
が
強
く
主
張
：さ
れ
、
そ
の
..よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
、
ォ
ゥ

■ 

■.■
.
.
 

■

:

 

... 

.... 

.

-

.エ
ン
.：は
こ
れ
を
合
理
的
と
.呼
ん
だ
。
.こ
.れ
は
利
他
心
で
.は
た
べ
、
個
入
の
幸
福
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
正
し
い
知
識
に
よ
.っ
て
全
て

_

の
も
の
の
幸
福
を
公
平
に
配
慮
す
る
に
.
至
る
有
徳
な
行
辱
.
あ
る
。.
す
な
わ
ち
、
:'
':

ビ
^

. 

•
• 

• 

•

. 

.

•

一.
-
.
.
.
-
.
.
'
-
.
.
. 

-

:

'
-t
人
間
の
自
己
幸
福
へ
.の
慾
求——
ま
た
は
自
愛
心——

が

.'
真

.の
知
識
に
よ
.っ
て
導
か
れ
る
の
に
比
例
し
て
、
:人
間
に
と
っ
て
有
徳
で
%

. 

, 

, 

- 

- 

-
• 

•• 

- 
-

■
.
.
 

. 

W 

.

'■
.

益
な
行
為
が
多
く
な
る
で
：■あ
.ろ
う
。
'そ
れ
が
誤
.っ
た
見
解
、'
ま
た
..は
真
め
知
識
の
欠
如
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
に
比
例
し
て
、
罪
悪
を
生
み 

•
出
す
よ
5
な
|

ま
た
眼
り
な
く
多
く
の
悲
惨
を
生
ぜ
し
ノ
め
る
よ
う
な
一
行
為
が
優
勢
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
：
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
手 

.
段
を
今
I

し
て
、
k

f
資

し

、
乂
間
の
間

1

0
知
識
1

大
さ
せ
な

:

入
間
は
^
人
⑽
な
快
楽
か
ら
㈩
発
す
る
も
の
で
ば
あ
る
が
、
真
の
.知
識
を
獲
得
す
る
に
：従
っ
て
こ
の
よ
う
な
快
楽
の
欠
陥
を
知
り
、
全
体
の
幸

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.福
の
.た
め
に
努
力
す
る
有
徳
な
行
為
を
撰
択
す
る
よ
"う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
度
の
快
楽
に
達
す
る(

正
し
い
知
識

U

全
体
の
幸
福

H

徳

=

高 

度
の
快
楽)

と
い
う
か
：た
ち
で
展
開
さ
れ
る
功
利
主
義
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
.に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。「

政
治
的
正
義」 

ぐ
の
冒
頭
、
'
.
S原
理
の
耍
約」

ノ
に
よ
れ
ば
、

.

.

.

. 

' 

- 

.

.- 

.

.

.

.

. 

..

「

一
人
：の
人
間
の
、
他
人
に
対
す
石
行
為
の
真
の
規
準
は
、
正
義
で
，ぁ
'
る
。

;.人

.
V 

.

へ

べ

：
：芷

義

と

：
は

''
:
'
:快
楽
ま
衫
は
幸
福
の
最
大
量
を
生
み
出
そ
ぅ
と
す
る
原
理
で
ぁ
る
.;
<
>
”

^̂

、 

正
義
は
.

、
私
自
身
を
人
間
行
為
+

の

八

ム

平

な

観

察

者

の

地

位

に

置

き

、

私

自

身

：；の

：
ひ

い

き

.

の
観
念
を
捨
て
る
こ
i

.

を

：
要

求

ず

る

0

:
つ
正
義
は
、
最
高
.の
普
通
性
を
も
.つ
規
則
で
あ
.る
。
そ
し
：て
人
間
.の
幸
福
が
.影i

t

さ
れ
る
よ
ぅ
：だ
全
て
.の
事
柄
に
，お
い

て

、

明
確
な
行
動
の
し

vr
::
.
.-
:
.
'

'

-

.

(

.
2

) 

 ̂

.

か
た
を
規
定
す
る
。」

.ニ
ぐ

'
、
-

す
な
わ
ち
、
：
べ
ン
サ
ム
が
全
く
の
利
3
心
か
ら
出
.発
し
、
.連
想
心
理
学
を
基
礎
に
国
家
の
立
法
に
よ
る
賞
罰
、.：'
制
獒 

は
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
こ
の
よ
ぅ
な
感
^.
的
快
楽
に
も
と
づ
く
利
己
心
を
排
し
、
こ
れ
を
.低
次

元

め

.%
の
と
し
て
、
公
平
普
遍 

&

預

^
.
.、的
な
幸
福
の
最
大
量
：=
正
義
め
実
現
を
も
っ
.て
、;'
^
り
合
'1
|
的
_な
高
度
の
快
楽
と
称
揚
し
た
。
.と
^
よ
：ぅ
な
.価
値
の
質
的
差
別
、
：全
体
の
幸
福
と 

ぃ
ぅ
考
え
方
は
、
近
代
で
.は
^
ソ
ー
、''
ゴ
ド
ゥ
ィs

、

J

> 

S、
：ミ
ル
な
ど
が
あ
り
ノ
オ
ゥ
エ
ン
の
功
利
主
義
も
、
こ
の
よ
ぅ
な
幸
福
を
求
め 

-

法
律
や
規
則
を
排
し
て
人
々
の
刹
益
の
自
養
：1
致
を
求
め
る
.限
々
ヤ
は
こ
0:
流
れ
の
冲
に
あ
る
。
彼
が
べ
ン
サ
ム
を
批
调
し
た
の
も
一
つ
に
は 

,

こ
の
点
に
つ
い
て
で
あ
り
、
-;
こ
の
全
体
的
利
益
0
考
え
方
が
、
.：の
ち
の
«
同
社
会
主
義
忆
展
開
し
~た
こ
と
：は
い

(

1)
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气
教
育
論
に
お
け
る
両
者
の
差

:-
'
:い
” 

：

, 

i
-

ゴ
ド
々
ィ
ン
は
、.
二
 
；七

7\
ーー.ー
 
年
に
学
校
を
つ 

< ろ
ぅ
と
し
た
が
、
生
徒
を
集
め
る
こ
と
が
で

.^
ず
失
敗
ん
.て
し
ま
つ
免
。
だ
が
こ
の
時
、
そ
の

‘ 

創
.立
趣
意
書
.と
し
て 

A
w

 Account

.
 of the 

.that wiu+.be opened. 

§ Monday the 

FOTlxth.

uwy o
f
^

a
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§
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S
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r
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f
<
y
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.
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T
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l
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L
a
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n
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.

 

J
E
^
n
g
l
i
s
h
'

 

L
a
n
g
u
f
l
g
.
6
s
'

 

1
7
8
3
.
:

と

い

ぅ

.
。
ハ
ン

.
フ
レ
.
ツ

卜
を
書
い
た
。
こ
の
中
で
彼
は
す
で
に
、
人
間
は
真
に
公
平
な
心
を
持
ち
ぅ
る
、
教
師
と
生
徒
は
暴
君
と
奴
隸
に
別
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
小
さ

ノ
> 
.

.

な
^
校̂
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
彼
の
基
本
的
な
教
育
観
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
十
年
後
の「

政
治
的
正
義」

に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
人
間
の
肉
体

.
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的
精
神
的
能
力
の
平
等
を
強
調
し
1
無
政
府
主
義
の
立
場
か
ら
、
国
家
教
育
を
激
し
く
非
難
し
て
い
る
。
だ
が
将
来
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

は
、
,教
育
は
指
導
'
:

i
n
s
t
r
u
^
Q
n

.

.
と
い
.ぅ
意
味
に
.な
'
.
.
っ
.て
非
常
.に
単
：純
.化
.

さ
. ：

れ
、
.心
.社
.自
由
に
:^
、か
っ
て

:#
殊

:^
鋳
型
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る
，こ 

と
が
な
い
と
餐
犯
述
べ
：：あ
れ
：た
.だ
：け
ヤ
あ
.っ
翁

^

 ̂

; 

-

•
.:'著

：ン”

だ
#
こ
：の
論
調
は「

研
究
者
：

」

'
.に
至
.夕
て
,

£も
、：：単
に
人
間
の
办
^

過̂
信
す
る
办
で
は
な
く
、：
そ
の
副
題
.「

教
賓
、;'

.

礼
儀
、
'次
学
の
省 

察」

'が
示
オ
ょ
ぅ
に
、
積
匦
的
に
眷
か
安
重
視
す
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
-0
そ
'こ
：で
は

/:
教
育

!0
目
的
含
幸
福
と
規
定
し
ぺ
高
度
の
快
楽
"
全
体
の
利 

益
：̂
徳

！
：=

:

自
a
是
認

.，
同
感
^
”裡
解
カ
ー
判
断
カ

.
す
な
わ
ち
知
性
を
ぅ
る
た
め
の
教
育
と
.い
ぅ
論
が
示
さ
れ
て
い
る
そ
の
特
徴
は 

'
:气
徹
底
し
た
自
由
主
義
、
精
神
的
独
立
の
童
視

.権
カ
の
排
‘除

一

-生
徒
の
自
発
性
，に

'%
と
 ̂

掃
。

.ゎ
、
子
共
の
匣
性
へ
.の
信
頼
|

教
育
は
知
識
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
.精
神
の
か
く
れ
た
素
質
を
引
き
出
す
こ
と
。
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•
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平
等
主
義
I

本
有
襯
念
の
：否
定
r

'r
ノ
ン
:

V

-.
'■
■-■

V、. 

V
- 

.

0

文

，
こ
れ
は
、
.ル
ソ
ー
が
旧
来
の
教
育
.を
.批
溯
し
：て
近
代
教
育
論
め
礎
©
と
.
1
:
た
思
想
を
、:-
さ
ら
に
進
歩
思
想
お
ょ
.び
徹
底
し
た
自
由
の
主 

張
と
.結
び
：つ」

け
た
.と
い
う
意
味
^

，近
代
教
育
思
想
史
の
：土
で
画
期
的
众
意
義
を
;%
ク
も
め
で
：あ
っ
た
。
 

と
こ
ろ
で
オ
ゥ

.エ

.ン
の
教
育
論
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
'れ
は
し
ば

-1
<ば
ゴ
.ド
々
ィ
ン
に
近
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
ぐ
平
等
思
想
、
外

.

.

.

'
く

,

...

.

:

'

.
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.

.

. 

-

.
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:
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:
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ペ 

3)

.
' 

:

..

如
環
境
に
も
と
づ
X
人
間
性
格
の
説
明
、「

教

育

，
啓
蒙
の
重
視
、；
'従
来
0
教
育
原
趣
に
対
す
る
攻
寒
、：
理
性
|
ょ
.：る
漸
次
的
な
社
会
改
革

..
'
 

の
思
想
な
ど
で
あ
る
;0
確
か
に
、
‘生
徒
に
対
す
る
無
叱
責
、：無
懲

«1
合
理
主
義
な
ど
、
»1
か
い
点
や
そ
め
叙
述
の
言
葉
に
も
か
な
り
両
者
は
似 

て
ぃ
る
と
い
え
る
。
だ
が
こ
こ
で
注
意
す
；べ
き
こ
M

オ
ゥ
エ
ン
：は
教
育
を
:^

っ
て
庫
に
企
業
家
の
偏
狭
な
個
人
的
利
:#
:を
は
か
る
の
.で
は
な 

.く
、
，：赁
.困
の
稂
本
原
因
で
あ
る
無
知
を
な
く
す
も
の
と
.し
て
、
.^'
会
改
革
の
手
段
と
し
て
、
資
本
主
義
の
欠
陥
を
た
だ
す
も
の
と
し
て
考
え
た 

が
、
な
お
か
つ
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
、ク
ー
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
.だ
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
.
.そ
.の
.た
め
に
、ダ
ン
ス
と
.軍
事
教
練
、
音
楽
、
体 

.操
、'
:博
物
学
の
知
識
、
.生
産
と
教
育
の
.結
合
'
.国
，民
教
育
の
.提
案
な
：ど
、：
極
め
‘ズ
豊
富
な
内
容
:̂
も
.ち
つ
つ
も
、
本
質
的
に
は
労
働
力
保
全
と
階

級
対
立
の
緩
和
と
い
5
性
格
が
強
.く
、

労
働
者
を
単
•に
生
け
る
機
械
.と
し
て
、
受
動
的
な
存
在
と
し

て
し
か
見
て
い
な
か
づ
.た
。
彼
は
労
働
者
の 

教
育
を
中
心
に
考
克
て
は
い
る
が
、

こ
れ
は
階
級
対
立
そ

の
も
_
.の'を
消
滅
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
て
，.
.
'
.
人

P
の
大
部
分
は
労
働
階
級
で
あ
る
こ 

'と
、
：.子
供
た
ち
の
性
格
.は
召
使
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
部
分
が
.多
い
か
ら
、：
彼
ら
の
教
育
が
重
要
だ
と
説

い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

、 

こ
の
段
階
に
お
け
る
ォ
ウ
：エ
ン
の
教
育
論
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.か
ら
着
想
を
得
た
.に
し
て
も
、
.ゴ
ド
.ウ
ィ
ン
の
ゾ
階
級
な
き
社
会
の
た
め
の
教
育
、
 

一
切
.の
政
治
，の
否
定
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
；の
、

人
間
の
内
的
.な
、
主
体
的
な
変
革
と
い
う
思
想
'に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
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3)
「

多
く
の
学
校
で
は
、
貧
困
労
働
階
級
の
子
映
た
ち
は
、彼
ら
の
読
ん
だ
こ

と

を

速
解
す
る

よ

う

に
は
決
し
て
教
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て

、

従
っ
て 

見
せ
か
け
の
授
業
に
費
や
.さ
れ
る
時
間
は
空
費
ざ
れ
て
い
る
の
で
.あ
る
。
他
の
学

校

，で
は
、
子
供
た
ち
は
教
師
の
無
知
か
ら
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
に
信
ず
る
よ

';
ぅ
に
教
ぇ
..られ
、/
か
<'
て
正
確
に
悤
考
し
推
論
す
る
こ
と
は
決
し
て
教
ぇ
ら
れ
て
.
.ぃ
な
ぃ
の
で
ぁ
る
.0
こ
れ
ら
の
真
に
悲
し
む
べ
き
習
慣
は
、
若
い
精
神
を
平 

明
単
純
で
合
理
的
な
教
育
に
不
適
に
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。」

^Owen, A

 A
T
I
y
i
l

 

0/
OQ
S
•身
，
P
.
400
.
訳
八
ー
ぺ
ー
ジ
。

三
、
協
同
社
会
主
義
べ

.の
成
長

.

二
人
.：の
出
会
い

,
.以4.,

の
ょ
f
に
が
な
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
.と
考
え
ら
れ
’る
. 一

々

て

、
''
：
'.

「

新
社
会
観1

:

以
後
、

実
際
に
会
見
ず
る
機
会
が
訪
れ
た
。..す 

な
：わ
‘
ち、G

 

•D
'

H

V

n

l

 

ル
に
ょ
れ
ば
、
:

.

. く 

'

「

オ
ゥ
ユ
ン
は
、

一
八
一
三
年
に
新
し
い
協
力
者
を
つ
く
っ
て
い
た
時
、

こ
の
論
文
の
出
版
で
忙
し
か
っ
た
。

こ
の
年
ロ
ン
ド
ン
に
長
く
い 

'る
間
：に
、‘
彼
は
当
時
の
多
く
の
指
導
紙
人
物
を
知
り
、
か
な
り
の
数
の
人
と
親
し
く
，な
っ
た
。
そ
.の
中
に
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が
お
り
、

そ

の

見

解

才
ク
エ .

ン

と
ウ
イ

ア
A
'■ゴ

K
ク
A

.ン .

¥

三

五(

ニ
七)

U

I
I：
I
1 1 
:卜

が



は
、
彼
の
そ
れ
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
多
い
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
偉
大
な
書
は
、
彼
の
精
补
を
形
成
す
る
の
に
役
立
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ

:

(
1

)
.
 

. 

■

..

'
つ
.た
_
.
0

」
.

■■
■
.

'

.■
, 

. 

• 

.

そ
し
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
側
の
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「Fannjr (
M *
ウ
ル
ス
タ
ン
ク
ラ
一
フ
•ト
の

前

夫

の

娘

-

^

鼻

注

 
>ン
：は
品
行
O'
悪
へ
い
の
で
嫌っ. ：

て
：い
た
け
れ
ど
、o

m
T
a
n

は
、
i
.の
.哲
学
者 

(

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
と
と——
白
井
敗)

の
常
に
変
ら
ぬ
友
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
時
々
一
人
一
一
人
の
他
の
人
が
や
っ
て
き
た
。
そ
の
中
に
、
後
に
ゴ 

ド
ウ
ィ
ン
の
思
想
：の
弟
子
と
な
：づ
た
ロ
バ
1

ト
.

,*
.

ォ

ウ

エ

シ
が
い
た
。

『

彼
は
本
当
に
偉
大
：で
：善
良
な
人
で
す
。
へ
彼
は
先
日
私
に
、' 
私
た
ち
の

.
 

母
が
生
き
て
.'い
れ
ば
よ
か
，っ
た
、
こ
れ
ほ
ど
私
と
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
、
私
の
計
画
に
こ
れ
ほ
ど
暖
か
く
熱
心
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
で
あ
ろ 

,

う
人
に
会
っ
た
こ
.と
が
な
い
が
ら
、
と
云
い
ま
し
た
。』

と
フ
ァ

1
1ィ
は
述
べ
た
。'
.ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
オ
ウ

H

ン
の
会
見
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以

外
の
記
録
は
な
い
。：

」

：.. 
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そ
し
て
才
ウ
.エ
ン
自
身
は
、
.歡

の

「

自
叙
伝」
に
お
いV

、.

次
め
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
v;
.

''

「

私
の
' 

一
生
.
の
こ
の
時
期(

.ー<
1

0

年
か
.̂
1
_
八
.
一
五
年
ま
で)

ま
.
で
に
、‘
私

の『

性
格
形
'̂

に
関
す
か
諸
論』

'

四
篇
と
、h
私
の
ニ
ー
ユ
I
 

•
ラ 

ナ
ー
ク
.
で
の
実
践
.
と
は
、
.
私
を
そ
の
時
代
の
指
導
的
な
人
々
.

の
.
間
に
有
名
に
し
た
。
こ
.
れ
ち
の
う
，ち
に
は
、
力
ン
タ
べ
リ
I

大
僧
正
、_

.ロ 

.

ン

ド

ン

司

教

、

：

後

の

，
ヵ

ン

タ

べ

リ

ー

大

僧

正

.、

_

_

!

ブ
イ
.
ヴ
ィ
ド
寺
院
司
教
バ
ー
ジ
.
ェ
ス
、—

ウ
ィ
ル
バ
.

1

フ
ォ
ー
ス
氏
、_

ウ
ィ
リ 

■'
ア
ム
.
•ゴ.
ド
ウ
'
イ
ン
，
I

ト
マ
ス
•
ク
ラ
ー
ク
ス
ゾ
，
I

ザ
ツ
カ
.リ
I
- •
.
マ
、
コ
I
レ
イ
、，
I

銀
行
家
ソー

ン
ト
シ
氏
、_

~

ウ
イ
リ
ア 

A

V

ア
レ
ン
、
—

ジ
ョ
セ
フ
•

；
フ
才
ス
タ
|
、
_

年
上
の
ほ
う
の
銀
行
家
ホ
I

ア
、
I

最
初
の
サ
I

V
 

ロ
バー

ト：
•

ピ
i

ル
、
I

サ 

.
I
 

.

.

.
ト
•
.マ
.
ス.
, 

'ハ.
I

ナー

ド
と
.
そ
の
特
別
の
友
ダ
.
丨
ラ
ム
の
‘
司

教

、
ハ
：

.
リ
.
ン
ト
シ
、一

一

-
.
ユV
.丨
.‘カ
ツ
.
ス
ル
.
の
ウ
ィ
リ
バ
ア
ム
•

タ
丨
ナ
I

師
、--

-

-

-
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..

.ヨ
ー
ク
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
寮
の
学
長
ウ
ェ
パ
ル
ビ
ラ
ブ
ド
氏
、

ピ
I

タ
ー
バ
.ラ
の
司
教
、
I

そ
の
他
、
：今
は
世
間
か
ら
そ
の
名
が
消 

え
去
っ
た
、
私
む
忘
れ
た
多
数
の
人
々
が
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
経
済
学
者
の
友
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ_

マ
ル
サ
ス
、_

_
ジ

ェ
イ
ム
ズ
.

ミ
ル
、
.
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リ
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サ
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マ
キ
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ト
ッ
シ
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-
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レ
ン
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ゴ
ド

ウ

ィ
ン
の
伝
記
に
沿
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、'

オ

ウ

エ
シ
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
こ
の
よ
$
な
評
価
は
"
異

常

な

.%
の
だ
と
い
.う
こ
と
が

わ
が
る
。
i

い

名

後
ピ
ッ
ト

.の
急
進
主
義
弾
庄
、，
マ
ル
サ
ス
の「

人
'ロ
の
原
理」

に
よ
る
，ゴ
ド

ウ
ィ
ソ
攻
撃
の
前
に
た
ち
ま
ち
悪
評
の
中
に
さ
い
な
ま
れ
、
や
が
て

出
版
事
業
な
ど
を
試
み
た
が
、
：貧
_
に
苦
し
ん
で
世
間
.か
ら
は
全
く
亡
心
れ
去
ら
れ
て
し
ま
づ
た
：。
彼
を
す
で
'に
讃
う
べ
き
死
者
.の
名
簿
に
登
録
し

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

:

て
い
た
詩
人
シ
ェ
リ
が
、
大
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
生
存
を
知
っ
て
驚
喜
の
手
紙
を
出
し
た
の
は
一
八
一
一
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
ゴ
ド
ウ

ィ

ン 

の
事
業
は
う
ま
く
い
か
ず
、
■彼
に
.大
き
な
影
響
を
：与
.え
^
旧
友
ホ
'ル
ク
ロ
フ
ト
：は
九
年
に
、：「

：マ
ン
デ
ヴ
.ィ
ル」

を
献
じ
て
.〃
最
も
誠
実
な
る
友
"

と
呼
ん
だ
カ
ラ
ン
は
一
七
年
に
、
ウ
ィ
ッ
ぃ
グ
党
員
で
瓦
い
に
尊
敬
し
食
っ
た
な
‘
：
3

」

シ
ェ
：リ
.
ダ
ン
.は
：
一.六
：年
に
死
に
、
か
れ
ら
の
死
は
深
く
ゴ

一
.
.
.
.
. 

. 

' 

.

.

.

. 

- .

一
一
： 

.

.

.
'
'
.
.
.
'
. 

- 

-
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’

ド
ウ
ィ
ン
を
悲
し
ま
せ
た
。.
と
り
わ
け
彼
が
子
供
の
時
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
フ
ァ
i
ィ
の
自
殺
は
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
と 

っ
て
当
時
は
こ
の
よ
う
な
不
幸
の
違
続
で
、
そ
の
中
‘で
の
わ
ず
か
の
：幸
福
と
い
え
ば
、
子
供
を
育
て
、
彼
に
援
助
を
求
め
た
青
年
た
ち
を
指
導 

し
，：
ラ
ム
':
'
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
，

ス
コ
ッ
ト
バ
A 

♦バ：;'
|
、

ス
、声
チ
ル
夫
人
、'
ド 

才
ウ
ェ
ン 

は
，
ヨ
ド
ウ
ィ
ン
を
も

0
:て
当
時
の
指
導
^

物̂
と
見
众
し
、
.経
済
学
者
た
ち
よ
カ
も
ず
，っ
.と
前
に
彼
の
«

を
.挙
げ
、
力
'/
タ

.ベ
'リ

I
大
僧
正
ら 

と
並
べ
て
い
：る
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
す
で
に
昔
日
の
女
名
を
失
0
て
い
：た
社
ず
で
あ
毛
卩 

:

オ
ウ
'
:ェ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
' 

:

こ
の
よ
う
な
事
情
は
十
分
知
っ
て
い
た
：で
あ
ろ
う
。

.t
が
も
.な
お
、：

、彼
が
当
時
の
！5 #

者
の
五
番
目
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

:

(

4 

ノ

■

を
敦
克
た
C

と
は
？
.

オ
ウ
ェ：

シ
が
ゴ
¥

ウ
ィ
ツ
に
私
淑
しK

い̂

こ
と
、
：1:1

人 

ン
は
か
っ
て 

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
著
書
か
ら
得
た
も
の
を
、
再
び
著
者
自
身
の
P

か
ら
教
え
ら
れ
、
さ
ら
に
深
く
影
響
さ
が
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ 

う
か
。
オ
ウ
ヱ
ン
は「

自
叙
伝」

に
お
い
て
交
友
に
っ
い
て
描
き
、

「

新
社
会
観」

な
ど
に
対
す
る
見
解
に
好
意
を
も
っ
た
文
筆
家
と
し
て
、

ュ

卩

バ

I
ト

•
オ

ウ

エ

ン

と

ウ

ィ

リ

ア

ム

•
ゴ

ド

ウ

ィ

ン(

中) 

三

七

(

一

-
3



対
党
覚
書
の
ト
マ
ス
，
ク
ラ
ー
ク
ス
、\
、
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ン
•
ミ
ン

タ
ー
•
モ
ル
ガ
ン
ら
当
時
の
リ
ベ
ラ

ル
な
著
作
家
の
多
辦)

、
と
述
べ
た
。
こ 

'-

に
お
L

て
重
要
な
人
物
は
ゴ
一
ド
ウ
^
ン
だ
.け
で
あ
.，っ
'て
、
.続
い
.て
マ
.ル
サ
.ス
、
ジ
ェ
.ィ
：ム
ズ
.V

ミ
ルV

リ
ヵ
ー
ド
ウ
、
;̂

議
上
ジ
ョ
セ
フ
，
ヒ 

ュ

:-
-
1ム
、
,
フ
一
フ
ン
ツ
ス
：，
。
フ

レ

ィ

.
ス

ア

代

議

士

 

K
マ
.
^
:
•
:
.
:
7

ト
ウ
.ッ
^
ら
を
、「

非
常
に
好
意
攸
劣
ち
^
が
ら
経
済
学
あ
る
铲
は
政
治
学
の
一
一
、， 

三
の
^
で
私
に
.反
対
し
た
入
々
，

」

'
.と
彼
が
云
っ
'
い̂
る
.の
：と
比
較
す
る
時
、'-
;'オ
ウ
.ェ
^,
は
べ

y
サ
ム
主
義
者
た
ち
で
は
な
く
、
ゴ
ド
ウv

ン
の
侧

. 

.t 

' 

- 

•
- 

-
- 

‘

に
立
っ
て
い
た
■こ
と
が
明
ら
が
老
る
。！藤

_

観」>

が
^
^

「
：

業

J
.
‘
ク
州
：.へ：の
S

ロ
」.

：：

へ
'の
：発
展
.の
.契
機
と
：し
：て
は
.、
：
も
ら
ろ
ん
.過
渡
的
恐

说

に
現
わ
れ
た
資
本
主
義
の
矛
盾
，の
激
化
、

労
働
運
動
の
進
展
と
：い
；う
社
会
変
動
を
第
一
に
考
え
る
^

「

新

社
会
観」

.以
後

オ

ウ

ェ
ン

が
ゴ
ド

.ウ
ィ

>
と
親
し
く
意
見
を
交
換
し
た
こ

>
.も
、
.
.オ
タ
チ
ン

.を
共
産
生
義
者
と

_す
を

.の
炫
役
立

0
た
..の

帘

は

な

か
5

う(

|
^

-
.

 

'
•

 

.

(

i.
G
.
D
.
H
. 

Cole, 

<9 
ぢ
§
,1 の62, p. 

il
ド

' 

.

. 

•

(

2

F
ord K

，
Brown, 

m

 Life of WiUiaTn Godwin, 

1926,. p. 

_
 
な

お

才

ウ

エ

、ン
の
息
子
' Robert Dale O

w
e
n

 

も
、
ウ
ル
ス
.タ
ン
ク
ラ
 

I フ 

ト
の
爭
拝
者
と
な
づ
た

.Ralph. M....wardle., J
w
a
^

.. 

S

S
 變 cra/i, 4

 Critical

.
 Bionm^y:,. 

l
cp
cn
l
'
vf
. 334.

(

3
、

P
C
. Owen, 

T
h

e

 

L
i
f
e

 

o
/

§

 

J
o

i
w
,名 r

i
U

m

 

b
y

 
h
i
m
s
e
l
f
,

 

w
i
t
h

 

s
e
l
e
c
t
i
c
m

 

f
r

o
m

 

h
i
s

 

w
r
i
t
i
n
g

の 

a
n

d

 

c
o

r
r

s
o

n
d

i
e
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:
九
〇〜

ー
九
ー
ぺ
ー
ジ
：.

.

:.

::
•■
,こ

：
'
.

、

.：

'.
.
'

■ベ
'

 

V
 
:
.

:

一'

'(

4

-: >
.」

の
点
に
つ
い

.

て
、
ダ
リ

'

ル
ズ
は
次
の
よ
う
に

_

久
\

〈
」

.'
!

.

,

~»
彼

ら

は

::
.,-
—
*

八

.一.

兰
年
に
オ
ウ
ェ
ン
■が
ロ
ン
ド
ン
に
来
る
ま
で
、

個
人
的
に
は
会
わ
な
か
っ
た
が
、

オ
ウ
ェ
ン
は
ニ
ユ
ー
•
ヵ
レ
ッ
ジ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア

シ 

の
影
響
下
に
マ
ン
チ
，H

ス
久
丨
で
学
び
.は
じ
め
た
時
、『

敗
治
的
正
義』

'と

出
会
っ
て
い
た
。

ニ.

ュ
| -

:
,
ラ
ナ
ー
ク
1

場
で
彼
が
実
行
し
た

"

善
行
，
は
、

;

遗 

伝
は
問
題
で
は
な
く
環
境
が
全
て
で
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
ば
：教
育
と
福
祉
ぞ
通
じ
て
完
全
に
達
す
る
こ

'

ど
，が

_

で
き
る
と
い
；'

う
説
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン

は

究

者

』

.

に
.

ぉ
.

>

て
な
ぉ
，
生
徒
は
細
ェ
者
の
手
の
中
に
ぁ
る
粘

-'
±
ヤ
ぁ
る
〃
と
い

.

う
説
を
之
り
な
が
ら
も
、
粘
土
は
そ
の
内
的
な
養

を

変

え

う
 

'.
る
と
認
め
る
よ
う
に
彼
の
見
解
を
修
正
し
た
が
、
才
ウ
ェ
ン
は
最
後
支
で
、
.
"
人

間

の

性

格

は

彼

の

た

め

に

つ

く

ら

れ

る

の

で

、
、

'

彼
'

に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の 

で
は
な

.

い
"

と
信
じ
て
い
た
。」

R
o

s
a

l
i

e

 

G
l

y
n

n

 

G
i

y
U

s
,

 

W
i

l
l

i
a

m

 

G
o

d
w

i
n

 

&

 

h
i
s

 

寒

1
9

5
3

,

 

p
.

 

3
9
.

(

5) 

：R.'owen, op. 

s
v 訳
三

六

九

ぺ

ー

ジ

。

.

:

I
t-V
:

:
:
, .
■
.

 

C
6

)

.n
—
.

ル
に
よ
れ
ば
、：「

彼
は
ウ
イ
リ
ア
ム
.,
ゴ
ド

.ウ
イ
ン
の
友
人
の
二
人
で
あ
り
、：：：'.間
違
い
なV

『

政
治
的
正
義』
を

読
ん
だ
。…

•..確
か
に
彼
は
ゴ
ド 

'
ウ
イ
ン
と

多

く

語

り

、

彼
か
ら
お

そ

ら

く

多

く

を

学
ん
だ
こ

と

だ

ろ

う

。

確
か
に
彼
の
思
想
は
"多
く

の

点
で
，ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
思
想
に
甚
於
似
て
い

る

。

だ
が
，
 

■.

:
.
.
'

 

彼
の
主
要
な
理
論
の
全
て
：は
、;
コ
ド
ウ
イ
ン
に
会
う
ず
っ
と
前
.か
ら
彼
の
む
の
中
で
十
分
発
展
し
て
い
た
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。」

O
b
.

H
.

 cole,’i20rrrow§
, 1925, pp. 23617 .

ォ
ウ
ェ
ン
は
彼
自
身
誰
か
ら
そ
の
思
想
を
得
た
か
を
知
ら
ず
、
.彼
は
つ
ね
に
自
分
で
考
え
て
い
た
の
だ
か
ら
、
 

彼
以
前
の
著
作
家
に
い
.か
に
多
く
を
負
'0
て
い
る
の
を
詮
索
し
て
も
無
益
だ
.と
3
丨
ル
は
主
張
す
る
：。
だ
'が
.ォ
.ウ
モ
ン
が
単
に
自
己
の
経
験
の
み
に
頼
る
資
本 

‘ 

.
家
で
は
な
く
、
，社
会
主
義
の
思
想
家
、
運
動
家
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
そ
の
思
想
の
形
成
、
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想

の
稂
本
的
な
性
格
を
解
明
す
る
た
め
に
必
要
な
作
業
で
あ
ろ
}
。
.
：

.

.

.

.

 

:

■:
■

'

■:
-.
•
' 

*■
- 

.

:

. 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

•

 

• 

t

 

,

 

-

 
»

 

*

ン
-..

-

.

.

.

.

.

 

, 

.

 

-

-

•

 

.
 

.

.

.

.

-

 

.

' .
;
.

⑵

;'「

工
場
制
度
'の
影
響
に
関
す
る
考
察」

、

.

 

.

 

•

,,

ブ
.

5
ョ
；ア
的
色
彩
の
濃
い
,「

新
|

観」

の
性
格
形
成
原
I

、
.ゴ
ド
ゥ
イ
ン
と
の
貪
、
過
渡
的
恐
慌
を
経
て
、
八
年
の
の
ち
に
は
共
産

主
義
的
：ユ
ー
.
hウ
ピ

ア

「

ラ

ナー

.
ク

州

へ

：
の
報
告」

.
へ

と
.

発
展
.す
る
。
そ
の
道
程
に
お
い
て
も
、V

ォ

ウH

ン
は
い
く

つ

か
.の
.文

章

を

書

い

て

い

る

の
で
ブ
以
卞
ぞ
れ
に
：つ
；い
て
、'.:/
資
本
主
義
批
判
、::
協
同
社
会
主
義
.へ
/の
：発
展
の
あ
と
を
：.た
^
?
 ̂

. 

V

 

V
.

' --

-

:

' 

.
; 

十
 

•
 

.
「

工
場
制
度
の
影
響
に
関
す
る
考
察」

は
、

一
八
一
五
年
は
じ
め
に
ダ
ラ
ー
ス
ゴ
ウ
で
催
さ
れ
た
ス
，コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
綿
業
家
大
会
で
、
ォ
ウ
ェ 

ン
が
初
め
て
提
案
し
た
芷
場
法
制
定
運
動
に
も
と
づ
く
も
の
；で
...
'
'そ
：の
年
：の
う
ち
に
書
が
れ
た
？
そ
こ
で
は
エ
瘍
立
法
を
提
案
し
、
労
働
力
保
護 

-

と
労
働
者
教
育
を
強
く
主
張
し
て
.い
'る
.：が
マ「

新

社

会

襯

J

と
比
べ
て
、
：.労
働
者
の
窮
乏
を
強
調
1>
.、：；'産
業
、'フ
ル
.ジ
..ョ

ア

ジ
I

の
.，盲
目
的
.な
利
潤

'
追
求
に
対
す
る
批
判
を
強
め
て
，い
る
。

「

す
な
わ
ち
製
造
業
.の
進
尜
は
、？
次
の
よ
う
：な

塵

を

^'
む
。
：
.
;

'
■■

■
:
:.
'

. 

•

 

.

.

.

.

.

.

 

•

 .

 

..

..

..

..

..

..

.
 

•

. 

:
「

篱
の
獲
得
、
■-
■」

さ
：̂.
に
，そ

れ

か

ら

自

然
^
お
6
る
.こ
と
で
す
が
、ン
そ
め
富
を
め
.ん
ど
ん
増
し
‘た
^
と
.い
^
 

本
来
か
ら
い
え
ば
有
害

-

V

-

V

 

-

 

'

 

.

.

 

一.

 

.
■
-

.

.

 

■

 

,

 

■

 •

.

.-

:

.

.な
奢
侈
品
..を
慾
し
が
る
傾
向
を
、

V

前

，
に

ほ

そ

ん

な
-と
を
考
え
な
か
っ
た
多
く
.の
階
層
の
間
^
発
生
さ
.せ
ま
す
。.
同
時
に
ま
た
"
：富
を
蓄
積
1> 

ご
：
.

.

.

た
い
ば
か
り
に
、
ど
う

.

し
て
も
、

人
間
の
最
戾
の
•感
情
を
捨
て
て
か
え
り
み
な
い
と
い
う

性
質
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ

P
バ—

ト

•
オ

ウ

エ

ン

と

ウ

イ

リ

ア

ム

.
ゴ

ド

ウ

イ

ン(

中) 

* 

三

九(
一

ニ一)



う
な
金
儲
け
の
道
で
勝
利
者
と
な
る
た
め
に
、
昔
か
ら
の
有
力
な
経
営
者
と
闘
っ
て
い
る
新
興
の
競
争
者
た
ち
は
、
め
ざ
す
富
の
源
泉
た
る
労 

働
の
提
供
者
、

つ
ま
り
勤
勉
な
下
層
階
級
を
、
そ
れ
こ
そ
こ
き
つ
か
い
、
本
当
に
圧
制
の
対
象
と
す
る
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
つ
ぎ 

つ
ぎ
と
時
代
の
変
化
に
従
い
、

つ
ま
り
、
競
争
心
は
ひ
ど
く
な
る
の
に
、
富
を
獲
得
す
る
の
は
前
ょ
'り
容
易
で
な
く
な
る
と
い
う
中
で
、
勤
労 

者
の
状
態
を
、
：：そ
.の
徐
々
に
起
っ
.た
変
化
を
注
意
深
く
観
察
1>
:
な
い
も
.の
に
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
»
め
き
わ
ま
名
も
め
に
し
て
し
ま 

,っ
た
の
で
す
。
：
そ
：の
結
果
、
-;
'
-
:
下
層
階
級
：の
人
^
ぼ
、
-:
:
'現
在
の
：製
造
業
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
地
位
ょ
り
も
、
.比
べ
'も
め
.に
な
ら
ぬ
ほ
ど
、

没 

落
セ
は
る
か
に
悲
惨
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
今
日
、
彼
ら
.の
ぎ
り
.ぎ
り
の
生
活
.は
、
,-'
.
'こ
の
»
罾
業
の
成
功
に
依
存
3
て
'ぃ
る
の
で
あ
り
ま

:

富
の
蓄
積
に
ょ
る
奢
侈
の
増
加
、
'
.競
争
、
卞
層
階
級
の
抑
圧
，
.
.8|
乏
化
、:

つ
：ま
り
蓄
積
：に
ょ
る
労
働
者
の
襲
と
い
ぅ
考
え
は

^「

新
社
会
観」 

に
は
未
だ
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
.そ
こ
で
は
未
だ
，

I

I

知
や
無
教
養
が
そ
の
：原
因
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
ゴ
.ド
ゥ
ィ
ン
は
、
-
す
で
に 

「

政
治
的
正
義
«-
.(

ー
七
九
三
.年)

：に
お
い
て
次
の
よ
5
に

批

判

を

加

，，
毛

い

る
。
.
；.>
:
^
^
^
^
^
^
^

,
1，
財
産
の
蓄
積
は
、
直
接
に
奴
隸
的
追
従
的
な
従
属
意
識
を
も
た
ら
す
。
.

>

,

.

■

.

.

.

.

 

V
-

.

.

.

.1

.

 

:

r '

>

.
 

-

;:
2
、
富
の
獲
得
の
た
め
に
、
永
久
的
な
不
正
義
の
光
景
を
示
す
。
.

.

3

,富
、
贅
沢
の
'た
め

に

、

人
々
に
不
必
要
な
労
働
を
罾
し
、
そ
の
素
質
を
低
下
せ
し
め
、
知
識
の
進
歩
を
妨
げ
る
。
.；

、丨一ン.

4
、
富
の
不
平
筹
か
ら
、
'犯
罪
、
暴
力
.、.
狡
猾
、.
戦
争
f

生
じ
.る
。

.;
:

'.
:

,

■
 

■

 

.

.■
'
■
'
■
-
■
,1

.

 

.

ン.

.

'

■- 

... 

— 
■

..、 

■

'-■,
:「

-

.

.

'

…

.い

.

'

.

.

 

.

■

.

.

.

そ
し
て
、
さ
ら
.に
、「

研
究
者」

(
1

七
九
七
年)

：
に
お
：い
て
.は
、「

貧
困

^

.

い
：ぅ
こ
と
を
、
.富
.と
‘賛
沢
品
が
す
で
に
沢
山
あ
る
国
に
お
い
て
恒
久 

財
産
を
持
た
な
：い
人
の
状
態
と
理
解」

し
、.

：
.

'

:
'
^

「

新
し
い
贅
沢
.を
発

明

す

る

人

，は

誰

で

も

、

.

そ
れ
だ
け
社
会
の
下
層
か
人
々
に
：課
せ
ら
れ
た
労
働
を
増
す
。
テ
イ
ブ
ル
に
新
し
い
皿
を
加
え

,

,

. 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

- -

 

. 

.

.

. 

•

‘る
人
、
住
民
に
新
レ
い
：税
を
か
け
る
人
に
も
、
同
じ
こ
と
が
云
え
る
。
■金
持
が
^
か

を

支

払

ぅ

の

だ

と

考

ぇ

る

の

は

.、
：
.途

方

も

な

い

誤

り

で

あ

.
る
。
世
卑
に
は
、
：
人
間
の
.労
働
以
外
に
.は
い
か
な
名
富
も
な
い
。
.富
と
誤
っ
て
呼
は
れ
る
'4
の
は
.
社
会
の
.带度
に
よ
っ
て
.
他
人
ら
の

‘
 

利
益
の
た
め
.に
働
く
こ
と
を
強
制
す
る
た
め
に
あ
る
人
達
に
与
え
ら
れ
た
力
に
過
ぎ
：な
い
.。.

〉

生 

. 

.

.
が
必
要
で
.あ
.る
，
現
在
あ
る
国
に
存
在
す
る
奢
侈
品
を
作
る
に
は
、
そ
れ
以
上
の
：労
働
が
：必
要
で
あ
る
。
新
し
：い
贅
沢
は
、
す
べ
て
は
か
り
に 

.
!)
0
え
ら
れ
た
新
し
い
重
み
セ
あ
る
-:
0
.貧
者
は
：
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
と
.ん
ど
利
益
を
受
け
た
こ
と
.は
な
い
。：

そ
れ
は
彼
ら
の
労
働
の
暈
を
増
す 

が
ぐ
彼
ら
めM

宜
品
を
.増
し

は

し

：

な
：.

い
。
.彼
ら
の
«
金

^
不
変
で
あ
る
。::
,以
前
八
時
間
働

.^
て

い

た

時

以

上

疙

は

、

.'
今

ー

〇

時

間

働

い

て

も

支
 

払
わ
れ
な
い
。
彼
ら
.は
童

荷

を

負

わ

さ

れ

、

し

か

も

そ

の

結

果

の

分

前

に

は

参

加

し

な

い

ゾ

-^
^

富

考

が

へ

土

地

を

開

き

作

物

を

耕

作

す

る

た
 

め
に
貧
者
を
雇
う
な
ら
、
彼
は
恩
恵
を
与
え
る
と
い
え
よ
う
.。
.
'
だ

が
;'
も

し

彼

が

宮

殿

を

建

て

水

路

を

掘

り

庭

園

を

造

る

た

め

に

彼

ら

を

雇

う
 

な
ら
、
厳
密
に
考
え
る
と
、
彼
は
彼
ら
の
敵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
ノ
彼
は
"
彼
ら
.を
す
で
に
獣
の
水
準
以
下
に
引
き
下
げ
て
い
る
抑
圧
の 

■:
重
み
と
労
働
の
大
蓄
積
を
、
.さ
ら
に
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
誤
っ
た
浪
費
は
、•
そ
の
有
害
な
効
果
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
拡
げ
、
そ
し
て 

彼
は
、
見
た
こ
と
の
，な
い
人
間
や
生
ま
れ
て
：な
い
入
々
に
災
い
を
課
し
て
い
る
。」

./
^
^
^
^
^
^
^
^
'
: 

:
.
.

:

す
な
ト
ち
ゴ
ド
ヴ
ィ
シ
^
揚
合
に
ば
’
蓄
積
財
産
の
も
た
ら
す
利
益
社
会
の
激
化
、
人
間
疎
外
、
：労
働
強
化
を
非
難
し
.て
、
.商
品
生
産
全
体
の
.
 

暴
カ
、.
'詐
欺
：
奴
隸
意
識
、
'不
芷
義
、
'素
質

低

下

、
窮

乏

化
:-
,犯
罪
性
を
暴
露
し
、
さ
ら
^

 ̂

豊
富
の
中 

の
貧
困
フ
富
の
実
体
は
労
働
で
あ
る
こ
と
、"
奢
侈
品
の
生
產
は
貧
#
の

労

働

量

を

増

加

：さ

せ

.る
こ

：
と、
'.
.し
か
も
労
働
時
間
を
延
長
し
て
も
賃
金
は 

増
加
し
な
.い
と
；
と

、

な

ど0:
理
由
か
ら
.、
富
者
の
浪
費
に
対
し
て
批
科
.を
加

え

た

：の

で

あ

る

。
：
：

'へ

-
 

:

こ
れ
に
対
し
て
.ォ
ウ

P
ン
の
場
合
は
，
も
ち
ろ
ん
1
実

の

エ

場

制

度

下

；に

お

け

'る
.労
働
者
階
級
を
問
題
と
'1
.
、
.
X場
法
提
案
な
'ど
労
資
関
係
の 

認
識
と
社
会
政
策
に
お
'い
て
は
ゴ
ド
ウ
ィ
'/
i
り
は
.る
：か

に

進

ん

で
.：い
た

が

、
へ
財
産
の

#
積

、
：
.
：富

の

歡

得

.の
も
た
ら
す
人
間
疎
外
、
.不
平
等
と「

い 

う
、
私
有
財
産
制
度
自
体
の
批
判
で
は
ま
だ
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
及
ば
な
か
っ
た
。
た

だ

し「

新
社
会
観」

に
お
け
る
よ
う
に
単
に
無
知
か
ら
悲
惨
を 

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
奢
侈
の
批
判
、
蓄

積

•
奢
侈
の
た
め
の
下
層
階
級
の
抑
圧
と
い
う
叙
述
は
、
か
な
り
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ



ん

こ
の
段
階
の
オ
ゥ
エ
ン
が
そ
の
解
決
策
を
工
場
立
法
に
求
め
た
こ
と
は
"
両
者
の
本
質
的
な
差
を
示
す
が
、
オ
ゥ
工
ン
自
ら
綿
糸
紛
績
王
と
云 

わ
れ
な
が
ら
、
な
於
製
处
3
1の
影
響
が
現
わ
れ
る
以
前
の
農
民
た
ち
の
素
朴
な
心
を
愛
し
、
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
が
率
直
で
正
直
な
誠
突
心
を
破
壊 

し
た
と
嘆
ず
る
あ
た
り
も
、
ル
ソ
ー
や

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
に
共
鳴
し
て
い
る

こ
と
，を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
産
業
革
命
の
最
先
端 

を
進
ん
だ
資
本
家
が
、
の
ち
に
農
業
を
中
心
と
し
た
素
朴
な
ユ
;
ト̂
ゥ
ピ
7;
を
描
き
実
験
ず
る
.ど
い

:̂
徴
候
.は
、
.す
^
に

^

の

段

階

か

ら

現

わ

れ

て
.い
る
。' 

.
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.こ
れ
は
、' 
性
格
形
成
学
院
.の
.開

設

に

あ

た
っ
'て
.ー
'八

1:
ハ

年

：|
月

-
日
一
一
ユ.L V

ラ

ナ
I

ク
.で
行

，
？
た

講

演

で

あ

っ

.て
、
ま
ず
従
来
の
教
育
と 

統
治
.の
や
り
方
.を
，攻
撃
し
、
住
民
の
貧
乏
と
犯
罪
と
悲
惨
の
原

因

：を
無
知
と
し
"：
学
院
、の
目
的
は
、：
単
に
外
面
的
a
慣
の
い
く
つ
か
を
矯
正
す
る 

こ
^
で
は
な
く
、：'「

当
村
全
住
民
の
ル
©'
.
性
格
と
共
に
印
面
的
性
格
を
も
、
!;
'
.完
全
か
つ
徹
底
的
に
改
良
す
る
.こ
と」

;'
'だ
と
宣
言
す
る
。
そ
し
て 

学
院
.の
具
体
的
内
容
を
説
明
し
た
•の
：
ち

、

次

の

ょ
.う
.に
一
其
う
。
：
.'
-

-

A
 

V

.

.

.
' 

,

'-
1た
だ
し
、
'注
意
し
て
お
.き
た
.
Vの
は

、
，
私

が

こ
.う
^

っ

た

か

ら

と.て
^

‘
-
私

が

私

的

が

判

断̂

の
少
じ
で
も
侵
害
し
た
.い
の
：，だ.な
ど
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
.は
あ
り
ま
せ
ん
。：.お
.よ
そ
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
も
っ
た
ど
の

,
‘

よ
う
な
党
派
で
も
、
こ
の
自
由
を
束
縛
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
、
み
.な
さ
ん
に
こ
れ
ら
の
最
も
太
切
な
特
権
を
確
保
す
る
た
め 

こ
、
非
常
こ
有
効
な
方
法
を
と
っ
て
き
た
の
.で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
も
ま
た
、
い
ま
公
然
と
申
し
上
け
た
い
.…

…
『

私
的
半
断
と
宗
教
的 

見
解
を
最
初
に
押
え
つ
け
た
人
間
こ
そ
、
偽
善
の
下
手
人
で
あ
り
、
人
類
が
あ
ら
ゆ
る
過
去
の
時
代
を
通
じ
経
験
し
た
と
こ
ろ
の
数
え
切
れ
な 

い
害
悪
を
生
ん
だ
元
凶
で
あ
っ
た
の
で
あ
る』

と
。
と
こ
ろ
で
.
、
.現
実
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
私
的
判
断
と
本
当
の
宗
教
的
自
由
の
権
ネ
を
享 

受
し
て
い
る
ど
.こ
ろ
ば
、
.未
だ
.に
存
在
し
て
い
な
、い
の
で
す
。
こ
の
世
界
の
ど
の
国
民
も
そ
れ
を
所
有
し
て
い
ま
せ
ん
。

.

鼠
の
生
涯
か
け
て
，の
主
要
な
目
的
は
、
.ま
さ
に
こ
の
知
識
を
;#
及
さ
せ
、
そ
れ
か
.ら
私
的
判
断
の
権
利
を
み
ん
な
に
実
際
に
行
使
す
る
よ
う 

I

せ
る
こ
と
、
入
頃
が
こ
.の
私
の
意
見
を
採
用
す
れ
ば
無
限
に
有
益
な
結
^
が
得
ら
れ
る
f

:を
数
え
た
い
と
い
う
こ
と
.で
あ
り
ま
す
。
こ 

;
う
い
う
重
要
な
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
は
、：
私
が
導
入
し
よ
う
と
.し
'
.て
い
る
制
度
の
成
就
す
べ
き
仕
事
の
ー
部
、
.と
て
も
大
切
な
ー
部
で
あ
り 

- 

. :

.
;
'へ
：
.
.

■'
.
そ

1>
:て
、

」

':

続
い
て
節
度
と
勤
勉
と
譴
厳
の
習
慣
を
鍛
え
、：
ど
ん
な
人
の
心
.に
も
真
実
.の
慈
愛
を
植
え
つ
け
て
く
れ
る
あ
る
知
識
を
基
準
と
し 

て
、
、

万

人0
多
種
多
様
な
見
解
に
真
に
寛
容
な
習
慣
を
身
に
.つ
.け
，
■全
力

を

つ

：く:1
;
:て
同
胞
全
て
に
'#
を
な
そ
う
'と
.訓

練

し

た

人

々
が

い
る
と
す 

れ
ば
、.
そ
れ
だ
け
.で
き
っ
と
.近
.
の
福
祉
と
利
益
ば
実
質
的
に
増
大
す
る
だ
ろ
う
と
学
院
.の
貢
献
に
つ
.い
て
逾
べ
た
V 

«
は
こ
の
よ
う
に
し
て
，
こ
.れ
ま
で
の
制
«
の
.偽
善
、：'憎
悪
.、，
，嫉
視

:,
'
復
響
、
戦
争
.、.
.不
正
、
抑
庄
を
除
い
：て
、
：
す
べ
て
の
個
人
に
従
来
の
社 

、

.

.会
の
統
制
原
理
の
も
と
で
よ
り
も
.は
る
.か
に
值
'久
的

な

幸

衝

を

享

受

さ

せ

：る

共

同

体

の

.

.

.
組

織

：を.示
唆

し

.た

幻

•

こ
こ
に
説
か
れ
た
性
^
形
成
原
理
や
教
育
の
具
体
案
は
、「

新
社
会
観」

.の
繰
り
返
し
で
さ
し
.て
：新
味
は
な
い
が
、.
と
こ
で
単
な
る
教
育
施
設 

で
.は
な
'く
共

同

味

の.組
織
を
提
案
した

；，

こ
と

?:
<0
'
細
.か
い
こ
と
は
将
来
の」

出
版
物
の
中
で
述
べ
る
之
予
告
し
て
い
る)

、
.お
よ
び
彼
の
学
院
が
、_
私
的
判 

|
灣

'.
,

断
の
.自
由
を
束
縛
す
る
も
の
で
は
な
く
、
私
的
判
断
の
抑
庄
ご
そ
が
偽
善
七
害
悪
龙
.坐
；み
出
^
た
点
を
強
く
生
張
'1
.た
こ
>"
-
を
注
目
す
べ
き
で
あ
.

ろ
う
。

周
知
の

よ
う
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
完
全
に
独
立
し
、
い
か
な
る
抑
圧
も
存
在
し
な
い
場
に
お
け
る
個
人
的
な
判
断
を
賞
揚
し
、
独
立
な
く

;■
•

-

ロ

バ
ー

ト

.

オ
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
a'
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

(

中) 

• 

,

四

三

(

ニ 

u



し
て
は
人
々
は
賢
明
に
も
有
用
に
も
幸
福
に
も
な
り
え
な
い
と
考
え
た
。
人
類
が
進
歩
し
完
全
な
社
会
へ
と
向
う
必
然
を
貫
微
す
る
た
め
に
こ 

.そ
個

人

の

.独
立
と
完
全
な
自
由
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

一
般
に
無
政
府
主
義
者
は
同
時
に
.熱
烈
な
自
由
主
義
者
で
あ
る
が
、
ゴ
ド
ウ
イ
ン
は
そ 

の
中
で
も
極
端
な
存
在
と
い
え
よ
う
。
彼
に
と
つ
.て
は
、
こ
の
自
由
に
.脅
威
を
与
え
る
も
の
が
、
宗
教
と
政
府
で
あ
り
、；

そ
の
不
正
.の
極
が
，
私

有
財
産
で
あ
り
支
配
階
級
で
あ
っ
た
の
だ
。
 

，

- 

.

.

.

.

.

.

 

..

..
,

 

.
■
- 

■:
•
 

■

:

-»
新
社
会
観」

：に
お
け
る
オ
ウ
ェ
ン
ば
、
：労
働
者
を
■も

：マ

て

訓

練

し

改

善

す

•ベ
き
微
妙
複
雑
な
生
き
た
機
賊
と
考
え
て
い
た
か
ら
、

彼
ら
は
単 

に
指
導
さ
る
'パ
き
受
動
的
対
称
で
あ
り
、
こ
©.
私
的
な
判
断
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
，̂

こ
れ 

は
お
そ
ら
くV

ド

ウ

，
イ

ン

の

環

境

論

と

は

似

て

非

な

^
も
の
で
、
'ゴ
ド
み
.イ
シ

.
の

論

難

す

 

オ
ウ
ェ
ン
は 

'未
だ
私
有
財
產
と
崮
家
0
完
全
な
否
定
に
は
到
達
し
な
か
っ
-だ
け

れ

：ど

も

、
ビ

：
の

講

演

.に
お

：ド5

の

普

遍

的

仁

愛.

(

l

e

i
 

b
e
n
i
l
l
e
)

と

同
'じ
.よ
う

な

社

会

へ

：

.の

貢

献

を

強

調

し

：、

.;
そ

し

で

か
 

つ
て
支
え
ら
れ
、
把
そ
ら
く 

は
政
麻
を
必
要
と
し
な
い
共
同
体
や
、
.犯
罪
と
貧
困
の
な
い
、
今
め
百
^5

も
の
知
性
と
幸
福
を
も
っ
た
社
会
の
形
成
、
千
年
王
国
の
到
来
を
示
唆 

し
た
こ
と
.は
、
/
'ゴ
ド
ウ
，イ
ン
の
影
響
，に
よ
る
ホ
ウ
ェ
ン■
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
の
発
展
ど
考
.え
.る
：べ
.ぎ
，で
；は
な
.い
だ
ろ
う
'か
。
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,

?
ミ

養

货

ア

泛

？

1〒

1
9
2
7
.
'

ゃ

9
00
.
渡
辺
義
晴
訳
ゾ
症

(

2)

さ
&
.
,
1
>
.
1
8
.

訳
ー
八〜

九
ぺ
丨
ジ
。
 

.

-:(

3)

拙

著「

ウ
イ
リ
ア
ム
‘
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

二
三
四
べ
I
ジ
。
 

-

料
.

日
本
産
業
苹
命
期
に
お
け
る

：

'

S
 

漁

業

用

生

産

手

段

生

産

部

鬥

の

発

展

形

態

ま.
えがき

)

;

本
稿
に
お
い
て
検
討
を
試
み
よ
ぅ
と
す
る
点
は
"
日
本
資
本
主〉

義
.に
.お
い
 

て
、
漁
業
生
産
に
関
連
す
る
主
た
る
生
產
部
門
、
す
な
わ
ち
，
原
動
機
'
'
漁 

船

、
漁
網
生
産
部
門
が
.い
か
に
発
達
し
、
そ
れ
が
漁
業
部
門
に
普
及
さ
れ
た 

か
'
.ま
た
、
漁
業
生
産
カ
構
造
卩
発
展
段
階
が
い
か
^
関
連
産
篆
部
門
の
発 

達

、
，
構

造

を
.規
制
す
る
か
の
相
互
規
定
関
係
に
-あ
る
。.
こ
'の
検
討
'
は

日

本

資

本 

主

義

に

お

い

：て

「

マ

ユrl

フ
ァ
ク
チ
：ユ
ア」

の
形
成
発
展
が
明
治
期
に
い
か
に 

な
し
と
げ
ら
れ
て
ゆ
ぐ
か
、

そ

の

条

件

^
^
か
を
漁

^
豸
^
に

おい

て
実
証
せ

こ

'

.

'高

：：: :
尖

隆

，：

一一，一
 

.
'
•
• 

. 

. 

.

た
：.の
で
あ
る
が
、

幕

藩

制

.の
I

に
伴
ぅ
封
建
的
諸
拘
束
の
M

mお
よ
び
海
面

(

注
2

)

借
区
制
の
波
紋
は
漁
業
構
造
に
変
化
：を
与
え
る
契
機
を
な
し
て
い
っ
た
。
総
じ 

て

.'

.漁
業

•漁
村
構
造
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
商
品
生
産
展
開
過
程
に
お 

い
'て
既
に
変
化
し
て
き
て
い
た
。
領
主
に
よ
っ
.て
特
権
を
賦
与
さ
れ
.た

「

油 

.方J

に
対
し
、
：

「

地
方」

.
の
漁
業
へ
の
進
出(

農
民
層
分
化
と
の
相
関)

が
浦
方 

の
漁
場
占
有
利
用
関
係
と
時
に
対
抗
し
つ
'つ
、1地
先
漁
場
占
有
利
用
関
係
お
よ

.

(

注 
3

)

び
広
沆
.な
入
会
関
係
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
.：漁
業

生

產

諸

カ

の

上

昇

•

漁

業

小

生 

産
者
の
増
加V(

地
方
市
場
の
形
成
と
の
相
関)

.の
過
程
に
お
い
て
、
矛
盾
は
、
 

漁

場

支

配

利

用

：を
め
ぐ
る
村
対
村
の
地
域
的
対
立
：た
る
漁
場
紛
争
と
、
漁
村
に 

お
け
る
卦
建
的
漁
場
占
有
利
用
者
' (

総
じ
て
本
百
姓
上
層)

と
利
ff
l
il
を
所
持 

し
な
い
無
株
者
' -(

総
じ
て
水
吞)

，
と
.の

階

級

的

対

立

の

一
ー
双
_

をと
り
つ
つ
展 

開
す

る

。.

〕

-
の
対
立
は
、
.幕
藩
体
制
崩
壊
に
伴
ぅ
封
建
的
諸
拘
束
の
撤
廃
を
通 

;じ
セ
>
:明
治
期
：に
族
汎
に
惹
起
さ
れ
る
。

:'
.
'す
な
わ
ち
ノ
雑
税
鹿
止(

明
治
八
年)

ん
と
す
る
も
の
め
一
端
で
あ
る
。

:

1
、

明

治

ニ

十

年

代

漁

業

生

産

力

の

.性

格

明

治

維

新

に

お

い
て
、

漁
場
制
度
.は
、
基
本
的
に
変
革
さ
れ
る

と

之
な
く
，

そ

の

.
場

合

の

基

本

方

:

す

.
；

な
如
ち
、
維
新
政
府
は
直
接
的
に
漁
場
制
度
に
改
変
を
加
え
る
こ
と
は
な
か
つ 

日
本
産
業
革
命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
展
形
態

た
.だ
府
県
0
營
業
取
締
り
に
漁
業
を
委
ね
'た
の
で
あ
'

針
は

.'

.
-
'

「

可
成
従
来
ノ
憤
習

」

に

従

う

べ

き

も©と
規
定
さ
れ
た
の
：で
あ
る

に
よ
.る
従
来
の
漁
場
占
有
利
用
関
係
の
形
式
的
消
滅
と
営
業
の
自
由
は
、

「

地 

.方」

：
，の

漁

業.へ
.の
進
出
を
艇
す
契
機
と
し
て
作
^

も
、
漁
場
占
有
利
用
権
独
占
の
打
破
，、
地
方
漁
場
の
平
等
行
使
関
係
、
あ
る
い

四
！
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三
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